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議事次第

１．平成30年度・令和元年度保健事業報告及び今後の取り組みについて

（１）健診事業

（２）特定保健指導事業

（３）重症化予防事業

２．第２期データヘルス計画について
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第18回健康づくり推進協議会でご意見を賜りたい事項

●平成30年度・令和元年度保健事業報告及び今後の取り組みについて、ご意見を賜りたい。

●第２期データヘルス計画について、ご意見を賜りたい。



１．平成30年度・令和元年度保健事業報告及び今後の取り組みについて
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協会が実施する健診・保健指導事業
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事業者健診（労働安全衛生法）

35歳～74歳

40歳～74歳

・協会けんぽ保健師、
管理栄養士

・外部委託

・県内31実施機関

・県外実施機関

・市町村の住民健診

・県内約200機関

・県外実施機関

40歳以上のデータ取得

・健診当日に健診機関で
・後日自宅で

特
定
保
健
指
導

・協会けんぽ保健師、
管理栄養士

・外部委託

・健診当日に健診機関で
・後日自宅で

重
症
化

予
防

・医療機関への受診
勧奨
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生活習慣病予防健診（本人）

種類 対象者 検査項目 自己負担額

一般健診 35歳以上75歳未満

・問診、身体計測（腹囲など）・視力、聴力測
定・血圧測定・尿検査・便潜血反応検査・血
液一般検査・肝機能検査・胸部レントゲン検
査・胃部レントゲン検査・心電図検査

最高 7,169円
（費用総額18,865円）

付加健診 40歳、50歳の方のみ、一般健診とセットでのみ受診可
・尿沈渣顕微鏡検査・血液学的検査・生化
学的検査・眼底検査・肺機能検査・腹部超
音波

最高 4,802円
（費用総額9,603円）

乳がん検診
40歳～74歳の偶数年齢の女性
一般健診とセットでのみ受診可

40歳～48歳の方

・問診・エックス線検査

最高 1,686円
（費用総額5,621円）

50歳以上の方
最高 1,086円

（費用総額3,619円）

子宮頸がん

40歳～74歳の偶数年齢の女性（一般健診とセットでのみ受診可）

・問診・細胞診
最高 1,039円

（費用総額3,463円）20歳～38歳の偶数年齢の女性
単独で受診可（36・38歳の方は一般健診とのセット受診も可）

肝炎ウイルス検査 一般健診を受診する方（※過去に受けた方は除く） ・HCV抗体検査・HBs抗原検査
最高 624円

（費用総額2,079円）

特定健診（家族）

対象者 種類 検査項目 保険者負担

40歳以上75歳未満の
被扶養者のみ

基本的な健診 問診、身体計測、胸囲、血圧測定、尿検査、血液検査 6,650円

詳細な健診 貧血検査、眼底検査、心電図 （医師の判断により実施） 3,400円

（１）健診事業
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（１）健診事業

１）平成30年度 実施結果 （40歳以上）
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対象者数
（人）

受診者数
当初目標（人）

受診率
当初目標（％）

受診者数
（人）

受診率
（％）

Ａ Ｂ Ｂ/Ａ

本
人

生活習慣病予防健診

162,380

118,000 72.8 117,548 72.4

事業者健診 19,000 11.7 16,319 10.0

小 計 137,000 84.5 133,867 82.4

家
族 特定健康診査 41,345 17,000 39.6 16,188 39.2

合
計

生活＋事業者＋特定 203,725 154,000 75.1 150,055 73.7

受診率は、47支部中、トップ

≪前年度比≫ 対象者数 … 本人3,638人増、家族725人減、合計2,913人増

【本人】生活習慣病予防健診 … 受診者数5,476人増、受診率1.8ポイント増
【本人】事業者健診データ … 取得件数 705件減、取得率0.7ポイント減
【家族】特定健康診査 … 受診者数 493人減、受診率0.5ポイント減

【合計】生活＋事業者＋特定 … 受診者数4,278人増、受診率1.1ポイント増

対象者数が増加する中、受診者数、受診率が増となり、一定の成果を挙げた。
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受診率

【合計】

生活＋事業者＋特定

平成30年度 令和元年度 ≪前年度比≫

対象者 … 本人7,124人増、家族1,716人増、合計8,840人増
目標 … 本人5,300人増、家族 300人増、合計5,600人増

令和元年10月末

【本人】生活習慣病予防健診受診者数 … 3,762人増
【本人】事業者健診データ取得件数 … 98件減
【家族】特定健康診査受診者数 … 602人減
【合計】生活＋事業者＋特定 … 3,062人増

前年度10月末と比較して、受診者数は上回っているが、
受診率は0.3ポイント下回っている。

前年度10月末現在との比較

（％）

２）令和元年度 目標・令和元年10月末実施結果 （40歳以上）

対象者数
（人）

受診者数目標
（人）

受診率目標
（％）

受診者数
（人）

受診率
（％）

Ａ Ｂ Ｂ/Ａ Ｃ Ｃ/Ａ

本
人

生活習慣病予防健診

169,504

126,500 74.6 87,579 51.7

事業者健診 15,800 9.3 8,401 5.0

小 計 142,300 84.0 95,980 56.6

家
族

特定健康診査 43,061 17,300 40.2 7,920 18.4

合
計 生活＋事業者＋特定 212,565 159,600 75.1 103,900 48.9

（１）健診事業

8



３）令和元年度 事業実施状況

①生活習慣病予防健診勧奨

・年度当初、県内全事業所に対し、生活習慣病予防健診の案内を送付

・新規適用事業所に対し、生活習慣病予防健診の案内を随時送付

・任意継続被保険者本人に対し、生活習慣病予防健診の案内を随時送付

・やまがた健康企業宣言事業所、健康保険委員在籍事業所のうち生活習慣病予防健診の受診率・事業者健診データ
の提供率が70％未満の事業所に対し、生活習慣病予防健診の案内を10月に送付

・健診機関（10機関）に対し、未受診事業所及び新規適用事業所の受診勧奨を委託

②事業者健診データ取得勧奨

・生活習慣病予防健診の利用率30％未満及び対象者7名以上の同意書未提出事業所に対し、労働局との連名による
データ提供依頼文書を8月に送付 → 12～13ページ参照

・事業者健診データ作成を委託している健診機関に対し、データの早期提供の促し（9機関）
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案内送付数 16,887事業所 199,933人（35歳以上を対象）

文書送付数 258事業所（大規模事業所に対する電話勧奨 5件）

同意書受理件数 13事業所（取得率5.0％）

（１）健診事業

案内送付数
（11月末現在）

1,246人（35歳以上を対象）

案内送付数
（11月末現在）

352事業所 2,195人（35歳以上を対象）

案内送付数 221事業所 6,956人（35歳以上を対象）



３）令和元年度 事業実施状況

③特定健診勧奨

・年度当初、家族に対し、受診券を送付
併せて、県・市町村と連携して作成した各市町村の集団健診日程パンフレットを同封 → 14ページ参照

・年度途中で加入した家族に対し、受診券を随時送付

・未受診者の内、直近5年間で受診回数が1～4回の家族に対し、受診データに基づいた生活アドバイスを掲載した
受診勧奨を9月に送付 → 15ページ参照

④健康保険組合解散に伴う生活習慣病予防健診及び特定健診の勧奨

・健康保険組合解散により、協会けんぽの保険証が発行された事業所に対し、訪問による生活習慣病予防健診及び
特定健診の受診勧奨を実施
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受診券送付数 42,132人

受診券送付数
（11月末現在）

6,826人

生活アドバイス送付数 6,162人

（１）健診事業
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３）令和元年度 事業実施状況

⑤家族に対する 「どようび健診」を実施中

市町村の集団健診が終了する11～1月の土曜日に、健診機関（センター内）での健診と、協会けんぽ主催の
集団健診を実施 → 16ページ参照

ア．健診機関（センター内）での健診

イ．ショッピングセンター等を会場とした健診

地域 会場 受診可能人数 対象市町村 案内人数

村山

①イオンモール天童
（天童市）

120

山形市，寒河江市，上山市，
村山市，天童市，東根市，
尾花沢市，山辺町，中山町，
西村山郡全域，大石田町

12,652

②ハートフルセンター
（寒河江市）

70 寒河江市，中山町，西村山郡全域 1,988

ショッピングセンター等を会場とした健診 2会場（2日間） 14,640

地域 会場 受診可能人数 対象市町村 案内人数

村山

①健診機関（2日間） 100

山形市，上山市，山辺町 7,507
②健診機関（3日間） 90
③健診機関（3日間） 120
④健診機関（2日間） 60

鶴岡 ⑤健診機関（6日間） 42 鶴岡市，三川町 2,691
酒田 ⑥健診機関（4日間） 60 酒田市，庄内町，遊佐町 2,863
最上 ⑦健診機関（3日間） 40 新庄市，最上郡全域 1,970

南陽 ⑧健診機関（4日間） 40 長井市，南陽市，川西町 1,946

米沢 ⑨健診機関（2日間） 40 米沢市 1,942

健診機関での健診 9健診機関（のべ29日間） 18,919

（１）健診事業
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（１）健診事業

労働局との連名によるデータ提供依頼文書及び同意書①
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（１）健診事業

労働局との連名によるデータ提供依頼文書及び同意書②
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（１）健診事業

パンフレット （家族の受診券に同封） 村山版， 庄内・最上版， 置賜版 カレンダー （家族の受診券に同封） 山形市
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（１）健診事業

家族に対する受診勧奨サンプル（直近の受診データに基づいた生活アドバイスを掲載）
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（１）健診事業

表面

裏面

特定健診受診状況アンケート

下記の質問に○、またはご回答をお願いいたします。

問１・・・性別と年齢をお尋ねします。
（ 男 ・ 女 ）

1. 40代 2. 50代 3. 60代 4. 70代

問2・・・お勤めされていますか。
1. 正社員 2. パート・アルバイト・非常勤
3. 自営業 4. 無職（家事専業を含む）
5. その他（ ）

問3・・・過去2,3年で、受診券を使った特定健診
を受けたことがありますか。（複数回答可）

1. 受けたことがある→どこで受けましたか。
ア. 市町村の住民健診（公民館やバス）
イ. 医療機関・健診センター
ウ. その他（ ）

2. 受診券を使わない健診を受けたことがある。
→どういった健診ですか。

ア. 職場の定期健診 イ. 人間ドック
ウ. 市町村のがん健診（役場に申込みした）
エ. その他（ ）

3. 受けたことがない→理由をお聞かせください。
（複数回答可）

ア. 健診を受ける時間がない
→時間があれば受けますか。（はい・いいえ）
→受けないことに不安はありますか。

(ある・ない)
イ. 通院している→通院先の病院で健診が

できれば受けますか（はい・いいえ）
ウ. 心配な時に医療機関を受診すればよい
→万が一に備えぜひ一度、受診をご検討くだ

さい
エ. 健診が必要だと思わない
オ. その他（ ）

問4・・・ 特定健診を受診するのに不便なことがあ
ればお聞かせください。[ ]

ご協力ありがとうございました。
今後も「毎年受けてこそ安心の特定健診」をよろしく
お願いします。
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どようび健診のご案内（アンケートを実施：令和２年1月末までに回収、3月までに取りまとめ）



４）今後の取り組み
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（１）健診事業

①生活習慣病予防健診勧奨

生活習慣病予防健診未受診事業所の被保険者個人に対し、受診勧奨DMを送付

②特定健診勧奨

家族に対する「かけこみ健診」を実施

【令和２年度の受診率向上に向けた取組内容】

ア．米沢市と連携して「健診ガイドブック」を作成し、米沢市在住の健診対象者に配布・周知

イ．特定健診の委託契約を勧奨し、令和２年4月開始に向けた最上町立最上病院に対する働きかけ

ウ．令和２年1月末までに提出されたアンケートを取りまとめ、今後の取り組みを検討

エ．定期的に医療機関を受診している健診未受診者に対し、かかりつけ医での健診受診勧奨文書を
送付

オ．どようび健診（ショッピングセンターを会場とした独自健診）を見直し、年度後半に健診日程を調整
した健診機関での集団健診を実施



特定保健指導

生活習慣病予備群に対する保健指導とは、対象者の生活を基盤とし、対象者が自らの生活習慣における課題に気づき、健康的
な行動変容の方向性を自らが導き出せるように支援するもの。

腹囲
追加リスク 対象

①血糖 ②脂質 ③血圧 ④喫煙歴 40～64歳 65～74歳

≧85cm （男性）
≧90cm （女性）

２つ以上該当
積極的支援レベル

動機付け支援レベル
１つ該当

あり

なし

上記以外で
BMI≧25

３つ該当
積極的支援レベル

動機付け支援レベル２つ該当
あり

なし

１つ該当

【保健指導判定値】

①血糖 … 空腹時血糖100mg/dl以上 または HbA1c5.6%以上
②脂質 … 中性脂肪 150mg/dl以上 または HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ40mg/dl未満
③血圧 … 収縮期血圧130mmHg以上 または 拡張期血圧85mmHg以上
④喫煙 … ①～③のリスクが１つ以上の場合にのみカウント

（２）特定保健指導事業

積極的支援（特定保健指導対象者の内、リスクが高い）
1. 最初に保健師等と面談し、生活習慣改善のための行動目標・取り組みを計画（30分程度）
2. 生活習慣改善に向けた取り組みを開始（3～6か月間）
3. 取り組み中に、電話や手紙などで定期的なサポートを受ける
4. 最後に保健師等と結果を確認し、終了

動機付け支援（特定保健指導対象者の内、リスクが低い）
1. 最初に保健師等と面談し、生活習慣改善のための行動目標・取り組みを計画（30分程度）
2. 生活習慣改善に向けた取り組みを開始（3か月間）
3. 最後に保健師等と結果を確認し、終了
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（２）特定保健指導事業

１）平成30年度 実施結果 （40歳以上）

対象者数
（人）

実施者数
当初目標

（人）

実施率
当初目標

（％）

実施者数
（人）

実施率
（％）

Ａ Ｂ Ｂ/Ａ

初
回
面
談

本
人

支部

25,105

4,840 19.9 5,119 20.4

外部委託 2,940 12.1 3,378 13.5

小計 7,780 32.1 8,497 33.8

家族 1,494 144 9.8 121 8.1

合計 26,599 7,924 30.8 8,618 32.4

評
価

本
人

支部

25,105

3,838 15.8 4,800 19.1

外部委託 2,012 8.3 2,520 10.0

小計 5,850 24.1 7,320 29.2

家族 1,494 120 8.1 156 10.4

合計 26,599 5,970 23.2 7,476 28.1

評価実施率は、47支部中、5位 （ 29年度 ： 7位 → 30年度 ： 5位 ）

≪前年度比≫ 対象者数 … 本人1,453人増、家族38人増、合計1,491人増

【本人】支部 … 評価実施者数 407人増、評価実施率0.5ポイント増
【本人】外部委託 … 評価実施者数1,547人増、評価実施率5.9ポイント増
【家族】 … 評価実施者数 37人増、評価実施率2.2ポイント増

【合計】 … 評価実施者数1,991人増、評価実施率6.3ポイント増

平成30年度の特定保健指導は、制度改正に伴い、 3か月経過後評価と6か月経過後評価が重なる
年度となり、評価実施者数と評価実施率のそれぞれが前年度を大幅に上回り、大きな成果を挙げた。
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0.0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0
12.0
14.0
16.0
18.0
20.0

評価本人 評価家族 評価合計

平成30年度 令和元年度

≪前年度比≫

対象者 … 本人 937人増、家族12人増、合計 949人増
目標 … 本人1,716人増、家族14人増、合計1,730人増

令和元年10月末 【本人】評価実施者数 … 609人減
【家族】評価実施者数 … 3人増
【合計】評価実施者数 … 606人減

前年度を下回っている原因
・平成30年度の制度改正により、3か月経過後の評価が可能と
なったため、既に30年度中に評価を終了している方が多い。

・複数年連続して特定保健指導の対象となるリピーターが増加
しており、特定保健指導の利用を希望しない方が増えている。

（％）

前年度10月末現在との比較

２）令和元年度 目標・令和元年10月末実施結果 （40歳以上）

対象者数
（人）

実施者数
目標（人）

実施率
目標（％）

実施者数
（人）

実施率
（％）

Ａ Ｂ Ｂ/Ａ Ｃ Ｃ/Ａ

初
回
面
談

本
人

支部

26,042

5,610 21.5 2,952 11.3

外部委託 4,533 17.4 2,144 8.2

小計 10,143 38.9 5,393 20.7

家族 1,506 170 11.3 75 5.0

合計 27,548 10,313 37.4 5,468 19.8

評
価

本
人

支部

26,042

4,271 16.4 1,941 7.5

外部委託 3,295 12.7 1,389 5.3

小計 7,566 29.1 3,594 13.8

家族 1,506 134 8.9 93 6.2

合計 27,548 7,700 28.0 3,687 13.4

（２）特定保健指導事業
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３）令和元年度 事業実施状況

①支部保健師・管理栄養士による事業所訪問型特定保健指導 → 22～24ページ参照

②健診機関における健診当日の特定保健指導

・健診当日の特定保健指導実施機関 … 14機関

・広報媒体を活用した健診当日の特定保健指導利用勧奨
健診機関より事業所へ広報媒体を送付し、当日実施の周知を図る

③専門機関への業務委託

ア. 支部保健師の手薄な地域への専門機関による特定保健指導の実施

イ. 継続支援業務委託

④家族への特定保健指導利用の希望調査

・返信用はがきによる希望調査と電話勧奨の実施

⑤健康保険組合解散に伴う特定保健指導利用勧奨

・健康保険組合解散により、協会けんぽの保険証が発行された事業所に対し、訪問による特定保健指導
利用勧奨を実施

案内送付数（10月末現在） 2,758事業所 8,624人

初回面談実施数（10月末現在） 1,711事業所 2,952人

初回面談実施数（9月末現在） 919事業所 1,741人

委託数（10月末現在） 669事業所 2,406人

初回面談実施数（10月末現在） 102事業所 271人

委託数（10月末現在） 764人

健診機関による初回面談実施数（11月末現在） 62人

支部保健師等による初回面談実施数（11月末現在） 20人

（２）特定保健指導事業



（２）特定保健指導事業

特定保健指導資料（食事）
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（２）特定保健指導事業
特定保健指導資料（高血圧） 山形県で作成
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（２）特定保健指導事業
特定保健指導資料（禁煙）

24

特定保健指導資料（受動喫煙） 山形県で作成



４）今後の取り組み

25

①特定保健指導利用勧奨

やまがた健康企業宣言事業所、健康保険委員在籍事業所の内、特定保健指導利用率が低い事業所へ
の訪問による利用勧奨を実施

②健診機関における特定保健指導の健診当日実施の拡大

健診機関との意見交換会を実施

【令和２年度の実施率向上に向けた取組内容】

特定保健指導（メタボリックシンドローム）再流入者を抑制

・令和元年度の健診結果で、特定保健指導の「動機付け支援」に該当した方に対し、健診受診２～３か月前
に生活習慣改善のアドバイスを送付

令和２年度の健診前に、令和元年度に特定保健指導に該当したことを思い出させ、自発的な改善行動を促し、
令和２年度の特定保健指導該当者への流入を抑制する。

（２）特定保健指導事業



重症化予防の取り組み

１．未治療者に対する医療機関への受診勧奨業務

２．糖尿病性腎症患者の重症化予防業務

生活習慣病予防健診の結果で、血圧値・血糖値が「要治療」「要精密検査」と判定された方々に対し、かかりつけ医へ早期

に受診していただくための案内を実施し、高血圧症や糖尿病等の生活習慣病の重症化及び合併症の発症を予防する。

糖尿病性腎症患者であって、生活習慣の改善により重症化予防が期待される方に対して、保険者が医療機関と連携して

保健指導を実施し、腎機能低下を抑制するとともに、高額な医療が必要になる人工透析への移行を防止する取り組み。

収縮期血圧 拡張期血圧 空腹時血糖 HbA1c

160mmHg以上 100mmHg以上 126mg/dl以上 6.5%以上（NGSP値）

①35～74歳の生活習慣病予防健診を受診した方
②健診受診前月及び健診受診後3ヶ月以内に、医療機関への受診が確認できない方
③下記の基準のうち、いずれか一つでも該当する方

【対象】①～③の全てに該当する方

（３）重症化予防事業
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１）平成29年度健診分に対する実施結果

２）平成30年度健診分に対する目標・令和元年10月末の実施結果

（３）重症化予防事業

27

受診率目標
（％）

初回受診勧奨者数
（人）

受診者数
（人）

受診率
（％）

Ａ Ｂ Ｂ/Ａ

受診勧奨後３か月以内の
医療機関受診割合

11.1％以上 4,461人 446人 10.0%

受診率目標
（％）

初回受診勧奨者数
（人）

受診者数
（人）

受診率
（％）

Ａ Ｂ Ｂ/Ａ

受診勧奨後３か月以内の
医療機関受診割合

12.6％以上 3,778人 419人 11.1%

医療機関受診率は、 47支部中、22位

≪前年度比≫ 初回受診勧奨者数…210人増、
受診者数…30人減、受診率…1.2ポイント減

・ 受診者数、受診率が減となり、対策として、訪問勧奨を強化した。

（平成28年度健診分 初回受診勧奨者数4,251人、受診者数476人、受診率11.2%）

・ 腎機能低下者に対する保健指導は、保健指導希望者2人、医療機関からの依頼者3人、
合計5人に対し実施し、前年度1人を上回った。

≪前年度比≫ 令和元年10月末 受診率 … 1.5ポイント増

・ 初回受診勧奨者数が減少しており、受診率がやや上向いている。
訪問勧奨の効果検証は、12月以降の確認となる。

（前年10月末現在 … 初回受診勧奨者数3,246人、受診者数313人、受診率9.6%）

・ 腎機能低下者に対する保健指導は、医療機関からの依頼者1人を実施中。
受診している専門機関の医師による指導を受ける方が多く、実施者は1名となっている。

腎機能低下者に対する保健指導

前年度から継続実施者数 1人

新規実施目標 2人

新規実施者数 5人

腎機能低下者に対する保健指導

前年度から継続実施者数 5人

新規実施目標 6人

新規実施者数 1人



３）令和元年度 事業実施状況

①未治療者受診勧奨業務
・未治療者への受診勧奨の取り組み

初回受診勧奨後、追加受診勧奨の実施 （初回：協会本部、追加：支部） → 29～31ページ参照

・高血圧者に対する「受診勧奨リーフレット」を配付依頼
20健診機関に対し、健診時の血圧が160/100ｍｍＨｇ以上の方へ、リーフレットの配付を依頼

・健康宣言事業所580社に対し、健診の結果が要治療・要精密検査と判定された方に
対する医療機関への受診勧奨にかかる協力依頼文書を送付

②糖尿病性腎症患者の重症化予防事業

・支部からの案内及び各医療機関からの依頼による保健指導の実施

本人の希望及び主治医の了解を得られた場合、 6か月間の保健指導を実施する。

（内訳） ア．⊿eGFR値（eGFR低下率）で、腎機能低下がみられる対象者36名に
保健指導案内を送付した

… 0人（希望者1人は専門病院へ受診した）

イ．山形県版「糖尿病及び慢性腎臓病（CKD）重症化予防プログラム」に
則った各医療機関からの保健指導依頼者

… 1人（支部保健師による実施1人）

（３）重症化予防事業

収縮期血圧 拡張期血圧 空腹時血糖 HbA1c

初回対象者 160mmHg以上 100mmHg以上 126mg/dl以上 6.5%以上（NGSP値）

追加対象者 180mmHg以上 110mmHg以上 160mg/dl以上 8.4%以上（NGSP値）

高血圧者に対する 「受診勧奨リーフレット」
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（３）重症化予防事業

・血圧値対象者、血糖値対象者、血圧値・血糖値両方の対象者へ、

それぞれコメントと内容を変え、圧着はがきにより初回受診勧奨を実施

新規対象者へのコメント
危険！1ヵ月以内に必ず医療機関へ受診をお願いします。

連続対象者へのコメント
危険！放置せず必ず医療機関へ受診をお願いします。

協会本部より 初回受診勧奨① （収縮期血圧160～179mmHg，拡張期血圧100～109mmHg，空腹時血糖126～159mg/dl，HbA1c6.5～8.3%）

表面

裏面
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（３）重症化予防事業

協会本部より 初回受診勧奨② （収縮期血圧180mmHg以上，拡張期血圧110mmHg以上，空腹時血糖160mg/dl以上，HbA1c8.4%以上）

・血圧値が更に高い対象者、血糖値が
更に高い対象者、血圧値と血糖値の
両方が更に高い対象者へ、それぞれ
コメントと内容を変えて、圧着はがき
(返信はがき付き)により初回受診勧
奨を実施

・ はがきを返送していただき、連絡先
と医療機関への受診状況を確認

新規対象者へのコメント
危険！すぐに医療機関へ受診を
お願いします。

連続対象者へのコメント
危険！放置せず至急医療機関
へ受診をお願いします。

表面

裏面
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（３）重症化予防事業

支部より 追加受診勧奨 （前ページ②の内、受診済みの回答者を除く）

・前ページの「協会本部より初回受診勧奨②」の内、受診済みの回答者を
除いて、支部より、勧奨案内文書、医療機関受診先一覧、パンフレットを
送付し、追加の受診勧奨を実施

・更に、毎月、数値が悪いワースト40名程度に訪問による受診勧奨を実施

医療機関受診先一覧（高血圧） 医療機関受診先一覧（糖尿病）
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４）今後の取り組み

32

【令和２年度の医療機関への受診率向上に向けた取組内容】

支部より追加で受診勧奨する対象者を拡大

・協会本部より 初回受診勧奨①
（収縮期血圧160～179mmHg，拡張期血圧100～109mmHg，空腹時血糖126～159mg/dl，HbA1c6.5～8.3%）

・協会本部より 初回受診勧奨②
（収縮期血圧180mmHg以上，拡張期血圧110mmHg以上，空腹時血糖160mg/dl以上，HbA1c8.4%以上）

・支部より 追加受診勧奨
「協会本部より 初回受診勧奨②」の内、受診済みの回答者を除く

・支部より 追加受診勧奨

「協会本部より 初回受診勧奨②」の内、受診済みの回答者を除く ＋ 「協会本部より 初回受診勧奨①」

血圧値及び血糖値が更に悪くなる前に、①を予備群として加え、追加の受診勧奨を実施

（収縮期血圧160mmHg以上，拡張期血圧100mmHg以上，空腹時血糖126mg/dl以上，HbA1c6.5%以上で、
受診済みの回答者を除く方を対象）

（３）重症化予防事業



２．第２期データヘルス計画について
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循環器系疾患の発症を抑制する (県全体の循環器系疾患による入院受診率を下げる。平成28年度 県全体12.4人/千人)
評価指標（ ）を補足

34

上位目標の設定 （10年以上経過後に達する目標）

県内全域建設業事業所における特定保健指導対象者の割合を20％まで減らす
（参考 平成28年度 全業種18.4％ 建設業23.2％） 全業種の割合を補足

中位目標の設定 （6年後に達成する目標）

第２期データヘルス計画の目標 *第２期 平成30～令和5年度 （補足・修正部分を見え消し）

（１）特定健診
建設業事業所の生活習慣病予防健診受診率を70.0％以上にする （参考 平成28年度 全業種65.0％ 建設業66.0％）

（２）特定保健指導
建設業事業所の特定保健指導実施率を25.0％特定保健指導初回面談実施率を34.0％以上にする
（参考 平成28年度 全業種32.3％ 建設業31.0％）

建設業特定保健指導対象者の喫煙率を28％42.4％以下に減らす （参考 平成28年度 全業種40.9％ 建設業48.4％）

（３）重症化予防
建設業の未治療者受診勧奨業務対象者の本部発送後３か月以内の受診率を11.1％以上にする
（参考 平成29年度健診分 全業種11.2％ 建設業9.6％）

建設業の未治療者受診勧奨業務対象者（一次勧奨対象者・二次勧奨対象者）を5％まで減らす3.6％以下にする
（参考 平成28年度 全業種3.5％ 建設業4.6％）

（４）地域・職域連携事業
建設業の「やまがた健康企業宣言」事業所を300社以上に増やす
建設業の「やまがた健康企業宣言」事業所のうち100社以上に対し、健康づくりサポートを実施し、健康度を上げる

それぞれの数値目標を確認し、補足・修正

下位目標の設定 （6年後に達成する数値目標）



35

（１） 健診 実施状況

令和元年度 下位目標達成に向けた施策の実施状況

特定保健指導対象者に対する初回面談実施率及び評価率の向上

①特定保健指導の当日実施可能な健診機関へ建設業リストを送付し、積極的に実施してもらうよう依頼

②健診機関で当日実施できなかった対象者に対し、支部による後日訪問の特定保健指導を実施

特定保健指導対象者の内、喫煙者に対する禁煙支援強化
①保健指導担当者がセミナーを受講し、禁煙指導についてのスキルアップ

②特定保健指導の際、すべての喫煙者に対し禁煙支援の実施

（２） 特定保健指導 実施状況

健診当日実施数（9月末現在） 322人

後日訪問実施数（10月末現在） 416人

生活習慣病予防健診受診率30％未満の建設業事業所に対する受診勧奨

①やまがた健康企業宣言事業所、健康保険委員在籍事業所のうち生活習慣病予防健診受診率・事業者

健診データ提供率が70％未満の事業所に対する受診勧奨案内を10月に送付 （支部で実施）

②健診機関空白地域に所在する事業所へのバス健診勧奨 （支部で実施）

③対象事業所への訪問・電話勧奨 （健診機関で実施）

建設業事業所（再計） 36事業所

新規受診数（11月末現在） 6人

勧奨数（11月末現在） 251事業所



未治療者に対する受診勧奨

①健診時の血圧が160/100ｍｍＨｇ以上の方に、リーフレット配付を健診機関に依頼

受診勧奨用のリーフレットを作成し、20健診機関へ配付依頼

②特定保健指導非該当者のうち、血圧または血糖値の判定が、要治療・要精密検査となっている方へ
面談による受診勧奨の実施

③本部からの初回受診勧奨後、1か月以内に、支部から追加受診勧奨

（３）重症化予防事業 実施状況
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令和元年度 下位目標達成に向けた施策の実施状況

（４）関係業界との連携事業 実施状況

①建設業事業所における健康企業宣言登録事業所数の増加

（うち平成31年4月～令和元年11月 145事業所）

②山形県建設業協会との連携 → 37ページ参照

山形県建設業協会広報誌「山建会報」へ健康づくりに関する記事を定期掲載（平成30年10月から開始）

③山形県建設業労災防止協会との連携
山形県建設業労災防止協会のメールマガジンへ健康づくりに関する記事を掲載（令和元年12月から開始）

④県内の建設業全事業所3,095事業所へ健康づくりに関する広報を実施（令和元年10月）→ 38～40ページ参照

⑤事業所健康度診断票に基づいた健康づくりサポートの実施
支部の保健師が事業所へ介入し、健康経営のサポートを実施 （平成30年10月から開始）

案内文発送数（11月末現在） 327人 面談数（11月末現在） 131人

文書送付及び電話勧奨数（11月末現在） 100人

建設業事業所（11月末現在） 273事業所

サポート事業所数（11月末現在） 17事業所



令和元年度 下位目標達成に向けた取組内容 （山形県建設業協会広報誌）

◇「山建会報」 2019年4月号 ◇「山建会報」 2019年7月号
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令和元年度 下位目標達成に向けた取組内容（県内の建設業全事業所への広報①）
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令和元年度 下位目標達成に向けた取組内容（県内の建設業全事業所への広報②）
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令和元年度 下位目標達成に向けた取組内容（県内の建設業全事業所への広報③）
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